
（期間：平成20年度～平成25年度）

年度計画

重点
課題

事業方針 事業目標 部局の施策 業務・事業

・大学・学部レベルのアドミッションポリシーの明確

　化及び周知

・学科単位の入学者選抜方法、選抜基準の見直し

・学生募集における教員の高校への密接な対応

・成績評価法、成績評価基準の明確化及び周知

・入学前学習のサポート

・キャリア教育の充実（科目の開講）

授業改善の支援体制の整備 ・ＦＤ推進委員会の効果的運用

・大学・学部については、人材育成ニーズに応じて

　定期的に点検、評価し、専攻及び学科の見直し等

　を行う

・総合相談窓口「なんでも相談窓口(仮称)」の設置

・生活面のマナー指導強化

経済支援の一層の拡充 ・同窓会による支援事業の拡充の要請

学生ニーズの組織的な聴取 ・学生満足度アンケートの実施

・企業等に対する人材アンケート調査の実施

・雇用主による卒業生の実績評価

・免許、資格支援体制の強化

・認証評価及び相互評価の実施

・評価内容の向上、改善に直結的に結びつけるシステ

　ムの整備

授業改善の支援体制の整備 ・カリキュラムと融合したＩＴ活用教育の推進

・競争的研究資金（科研費等）への応募の義務化や

　共同研究の積極的な推進

・地域社会との研究活動の連携強化及び支援体制の

　整備

・優れた研究活動に対する報奨制度の制定

・留学生支援体制の充実

・学生及び教員の相互交流推進

・教員の人事評価等について、大学全体の共通的評価

　項目等の基本的な枠組みを構築する

・大学における教員の昇任基準について、昇任の公平

　性をさらに高めるため、各学部に既存する昇任基準

　の平準化を図る

・事務職員等の人事等評価について、民間企業等にお

　ける人事考課制度を参考にしつつ、合理的な評価シ

　ステムを構築する

・評価結果は、給与等でのインセンティブ付与や任期

　付き教員の再任審査の基本的項目の一つとして、審

　査に反映させる等の仕組みを設ける

・事務職員等の資質向上のため、階層的研修を含め、

　研修の充実を図り、大学運営の中核を担い得る事務

　職員等を育成するための人事システムを構築する

中期計画

教
職
員 人事の適正

化

教職員の採用・昇任の
方針が明確に示され、
かつ適切に運用されて
いること

評価結果が教育研究に
反映されていること

職員の資質向上のため
の取組みがなされてい
ること

事務職員等の人事制度

教育・研究
内容と方法
の充実

教
育
活
動

学
生
支
援 ボランティア活動のサポー

ト体制

授業以外の学生生活に
おける多様化したニー
ズに対してサポートが
充実していること

学生生活
支援の充実

教育組織の充実

学習意欲を喚起させ、
学習の成果が社会に貢
献することを保証する
教育であること

授業内容が、目標を達
成するための基礎とな
る「研究活動の成果」
を反映していること

学生の質の確保

相談・助言体制の整備

学
生
確
保

入学者受入れ方針の明確化

入学者選抜方法の充実

求める学生像が分かり
易く、魅力ある大学で
あることが積極的にア
ピールされている入試
であること

入学者選抜
方法の充実

世界各国との交流が活
発であること

協定校との交流拡充

事務組織の機能・編成の
見直し

就職活動支援の充実

研究活動の促進

社会的ニーズへの対応

授業以外の学生生活にお
ける多様化したニーズに
対してサポートが充実し
ていること

学生生活
支援の充実

キ
ャ

リ
ア

支
援

学習意欲を喚起させ、
学習の成果が社会に貢
献することを保証する
教育であること

授業内容が、目標を達
成するための基礎とな
る「研究活動の成果」
を反映していること

教育・研究
内容と方法
の充実

研
究
推
進

国
際

化

九州女子大学・九州女子短期大学　中期計画（6ヶ年）〔平成22年度版〕

教員の昇任基準の明確化

・職員のより必要性の高い分野への再配置や事務組織
　の再編等により、事務機能の高度化を図る

・周辺地域の小学校へのボランティア活動

事務等の効
率化・合理
化

教育研究支援のための
事務体制が構築されて
いること

国際化への
対応

教員の人事評価

事務職員等の人事評価

評価結果の活用



年度計画

重点
課題

事業方針 事業目標 部局の施策 業務・事業

・各種委員会については、全学的な意志決定を効果的

　機動的に行える体制を整備する観点から、各種委員

　会の見直し、再編を行う

・事務情報化を推進するとともに、設置大学内の一元

　化を図る

・各種委員会に事務職員等が参画し、一体的な運営を

　図る

・教育、研究の充実を図りつつ、効率的な大学運営の

　仕組みを構築し、管理運営経費の抑制を図る

資産の運用管理 ・中期財政計画を策定する

・公開講座プログラムの推進

・行政、地域団体との連携強化

・ボランティア活動支援強化及び主催事業の推進

財務内容の改善が図ら
れていること

財務内容の
改善

経費の抑制

管理運営の
改善及び効
率化

社会的責務

管
理
運
営

必要なキャンパスが整
備され、適切に維持、
運営されていること

計画的な施設整備と既存
施設設備の有効活用

教育研究環
境の整備・
充実

管理運営体制が整備さ
れており、適切に機能
していること

管理部門と教学部門の
連携が適切になされて
いること 教員・事務職員等による

一体的な運営

危機管理の体制が整備
され、かつ適切に機能
していること

危機管理体制の整備

地
域
貢
献

図書館機能が充実し、
利用者サービスの向上
が図られていること

附属図書館の整備と活用
教
育
研
究
環
境

情報公開等の推進
財務情報の公開が適切
な方法でなされている
こと

・「生涯学習研究センター人材バンク」の整備と拡充

地域の生涯学習機会の充実
（大学施設の開放等）

地域の高等教育機関･
地域交流の場として機
能する

地域社会発
展への貢献 大学の教育研究成果を

公正かつ適切に学内外
に広報活動する体制が
整備されていること

情報公開等の推進

・各種災害等の防止のための責任体制を明確にすると
　ともに、その防止に関する対策を推進する

・教員と連携して学生の学習の支援をするとともに館
　内設備の充実を図る

・施設設備や情報基盤等の教育環境を整備充実する

・財務内容の状況に関する情報を積極的に社会に還元
　する

効果的・機動的な運営

中期計画

財
務


